









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『北東アジア研究』第 27 号（2016 年 3 月）
− 48 −
応に目を奪われがちであるが、『朝鮮王朝実録』『同文彙考』『漂人領来謄録』などの朝鮮
側の史料には、国家とは異なる日本の地方民の動態や対応が詳細に記録されている。こう
した地方史から日韓関係を読み返す作業は今後ますます重要になってくるだろう。
　混迷する現在の日韓関係を再考する上でも、われわれが李藝の生涯とその事績から学ぶ
ことは多いのではないだろうか。
※本論文作成にあたっては、井上寛司先生より数多くの貴重なご教示を賜りました。ここに記して、
厚く御礼申し上げます。
キーワード　朝鮮人漂流民、李藝、大内氏、石見（石州）、蔚山、日韓関係、朝鮮王朝実
録
 （INOUEAtsushi）
